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「日本古典籍データセット」を大幅に拡充 
日本文化を楽しめる料理本や伊勢物語、「武鑑」、絵本を多数公開 

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所（NII、所長：喜連川 

優、東京都千代田区）と情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設 人文

学オープンデータ共同利用センター（CODH、センター長：NIIコンテンツ科学研究系准教

授、北本 朝展）は大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館（国文研、

館長：ロバート キャンベル、東京都立川市）（*1）と協働し、12 月 26 日に「日本古典籍デ

ータセット」の規模を２倍以上に拡充して公開を始めました。さらに古典籍画像データを閲

覧するための画像ビューアーの機能も向上しました。今回の公開規模拡充などにより、二次

利用を歓迎するオープンデータ（*2）としての利用がさらに拡大することが期待されます。 

 
今回新たに公開された伊勢物語絵巻の一コマ（国文研 鉄心斎文庫、DOI:10.20730/200024363） 
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情報・システム研究機構は本年７月に、国文研などが所属する人間文化研究機構と連携・協力を推進

する協定を締結しました。機構間の包括的な協定で連携体制を前進させ、人文学の膨大かつ貴重な歴史

的資料のデータ化、解析、利活用の実現に取り組んでいます。CODHは国内外の人文学研究機関との連

携を軸に人文学オープンデータの共同利用を推進しており、NII も国文研と協働して「日本古典籍デー

タセット」（*3）を CODHのサイトで公開するなどしてきました。 

「日本古典籍データセット」は、2016年 11月に 701点（158,553コマ）のオープンデータとして

公開しましたが、今回はこれを 1767点（329,702コマ）へと大幅に拡充しました。 

今回の拡充の目玉となるのは、料理本と伊勢物語、そして、江戸時代の大名や幕府役人の氏名や石高

などの情報を記した「武鑑」です。また、国文研所蔵の絵本や絵入読本、画譜計 286点も公開します。 

NII と国文研は昨年 11 月に江戸時代の料理本に書かれた料理手順をオープンデータ化した「江戸料

理レシピデータセット」（*4）を CODHのサイトで公開しました。今回は国文研が撮影した味の素食の文

化センター所蔵の料理本 282点を一挙公開し、和食の歴史に関する資料がさらに充実します。 

国文研には、故芦澤新二、美佐子夫妻が 40 年の歳月をかけて収集した伊勢物語の一大コレクション

「鉄心斎文庫」の約千点が収蔵されています。今回はこのうち 125点を公開し、今後も継続して本コレ

クション収蔵資料の画像を公開していきます。 

また、「武鑑」は従来の８点に今回の公開で 373点を新たに加えて合計 381点となります。CODHは

今年 11月に、江戸時代の 200年続いたベストセラーである「武鑑」を網羅的に解析することで、江戸

時代の大名家や幕府役人に関する人物・地理情報などの中核的情報プラットフォームを構築するプロジ

ェクトの一環として、「武鑑全集」（*５）を公開しました。今後もこの 381 点の網羅的な分析を進めてい

くことで、江戸時代の大名家や幕府役人に関する新しい知識が得られることが期待できます。 

さらに、絵本太閤記などの絵入読本をはじめ、絵本通宝志や絵本磯馴松、吉原青楼年中行事といった

絵本類、祐信風俗画譜や北斎画鑑などの画譜も公開しました。美術館で絵を鑑賞するように、古典籍に

描かれた絵を楽しむことができます。 

一方、標準的な画像アクセス方法として国際的に普及しつつある IIIF（International Image 

Interoperability Framework）に準拠した画像ビューアー「IIIF Curation Viewer」については、お気

に入りの画像を収集して自分のコレクションとして公開するキュレーション機能を拡張しました。この

機能を使って古典籍の絵本などから人物の顔貌を収集すれば、美術史研究などに有用な画像集（*６）を作

ることもできます。このキュレーション機能はすでに一部の日本美術史研究に利用されており、今後は

世界的な美術史研究への適用を進めていく予定です。 

「日本古典籍データセット」の公開サイトは以下の通りです。 

 人文学オープンデータ共同利用センター http://codh.rois.ac.jp/pmjt/ 

 国文学研究資料館 http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/data_set_list.html 

http://codh.rois.ac.jp/pmjt/
http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/data_set_list.html
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NIIは国内の研究機関のオープンデータ化を支援、推進し、日本の学術コミュニティーにおけるオー

プンサイエンス推進の担い手として、データ公開の流れが加速するよう取り組んでいきます。 

以上 

〈メディアの皆様からのお問い合わせ先〉 

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所 

総務部企画課 広報チーム 

TEL:03-4212-2164 E-mail：media@nii.ac.jp 

 

「日本古典籍データセット」について 

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館 

古典籍共同研究事業センター事務室 古典籍共同研究係 

TEL:050-5533-2988 E-mail：cijinfo@nijl.ac.jp 

 

「人文学オープンデータ共同利用センター」について 

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設 

データサイエンス推進室 
TEL:042-512-9254 E-mail：ds_suishin@rois.ac.jp 

_________________________________________________________________________ 
（*1）国文学研究資料館： 国内各地の日本文学とその関連資料を大規模に集積し、日本文学をはじめとす
る様々な分野の研究者の利用に供するとともに、それらに基づく先進的な共同研究を推進する日本文学の基
盤的な総合研究機関。http://www.nijl.ac.jp/ 
（*2）二次利用を歓迎するオープンデータとして提供： 利用条件は、クリエイティブ・コモンズ・ライセ
ンス表示－継承4.0 CC  BY-SA（https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/deed.ja）。 
（*3）「日本古典籍データセット」： 詳細は昨年11月10日発行のニュースリリース「「日本古典籍データセ
ット」公開で国文研と協働／国内研究機関のオープンデータの取り組みを支援・推進」
（http://www.nii.ac.jp/news/release/2016/1110.html）参照。 
（*4）「江戸料理レシピデータセット」： 詳細は昨年11月24日発行のニュースリリース「江戸の文化を現
代に取り込む「江戸料理レシピデータセット」を整備〜江戸時代の料理本を「レシピ化」し、クックパッド
でも公開〜」（http://www.nii.ac.jp/news/release/2016/1124.html）参照。 
（*5）「武鑑全集」： http://codh.rois.ac.jp/bukan/。研究成果は、北本 朝展、堀井 洋、堀井 美里、鈴
木 親彦、山本 和明（2017）「時系列史料の人機分担構造化：古典籍『武鑑』を参照する江戸情報基盤の構築
に向けて」、人文科学とコンピュータシンポジウム じんもんこん2017, pp.273-280。 
（*6）「美術史研究への利用」： デジタル的な「はさみ」と「ノリ」を使うことによって、資料横断的に部
分画像を収集することができ、顔の描き方などを比較することが容易となる。その一部は「日本古典籍キュ
レーション」として公開している。http://codh.rois.ac.jp/pmjt/curation/。研究成果は、鈴木 親彦、高岸 
輝、北本 朝展（2017）「IIIF Curation Viewer が美術史にもたらす「細部」と「再現性」 絵入本・絵巻の
作品比較を事例に」、人文科学とコンピュータシンポジウム じんもんこん2017, pp. 157-164。 
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